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園長先生からのメッセージ

3月の行事

2日(月）英語あそび（きりん組）

3日(火）お茶会（きりん組）

9日(月）誕生会

お別れ会

20日(金) 卒園式

23日(月）修了式

感染症について

コロナウイルス インフルエン

ザと感染症の心配が続いています。

昨日より、毎朝の検温をお願いし

ています。集団生活の場ですので

よろしくお願いいたします。

また、家庭保育のご協力が出来

る方はよろしくお願いいたします。

今後の予定について

2019年度卒園式 2020年度入始園式

保育参観等の今後の予定は、コロナ

ウイルスの状況次第で変更いたします。

お仕事の都合もあると思われますが、

ご理解をよろしくお願いいたします。

今年の年末から世間を騒がせているインフルエンザやＣＯＶＩＤ－１９（新型コロナ・

ウイルス）そして不安定な天候は季節の変わり目を少しは感じているのでしょうか。お天気

ばかりよくなっても花粉が飛び、目や鼻がかゆくなってしまう等まだまだ油断を許さない

状況が続いています。

さて、本年度、最後の月を迎えます。子ども達と一緒に取り組んできたいろいろな活動も

最後のまとめの月となりました。身体面の成長だけでなく、しっかりと精神的にもたくましく

なってきた子ども達の成長の証として、心身の成長を祝う行事の一つであるひなまつりや

卒園式などが行われます。心の育ちにもしっかりと目を向け取り組んでいきたいと思います。

保護者の皆様には、今年１年、各保育行事に対してご理解・ご協力をいただき、本当に

ありがとうございます。また、その中心的役割を担って頂きました父母の会会長の郷田様を

はじめ、各役員さんには一緒に盛り上げようとご尽力いただきましたこと併せて、お礼申し

上げます。ありがとうございます。

良い関係性の中で、大切なお子様をお預けいただき、お子様の子育てに対して微力ながら

お手伝いができますことを心から感謝いたします。

次年度に向けてさらに飛躍できますように、職員一同努力してまいりますので、今後とも

よろしくお願いいたします。



きりん組の思い出

ベスト3☆ を紹介します

一番楽しかった、思い出を話しました

1 おとまり保育

2 音楽祭

3 キッズ

ソーラン

きりん組

(５歳児)

うさぎ組

(４歳児)

ばんび組

(2歳児)

こあら組

(1歳児)

☆クラスだより☆ ☆教育

★養護

ひよこ組

(0歳児)

☆卒園に向け自分の思いを言葉にしたり

表現したりし、小学校への期待を高める

★自分の周りの人たちへの感謝の思いを

積極的に伝える

☆積極的に体を動かし、友達とルールの

ある遊びを楽しむ

★自分の思いや感じた事を言葉で伝え、

友達の考えや思いに気付いたり受け入れ

たりする

☆身近な遊びに興味を持ち、友達や

保育者と遊ぶ楽しさを味わう

★食事や衣服の着脱など身の周りの事に

興味を持ちやってみようとする気持ちを

受け止め援助する

☆身近な自然の変化に気づき春の訪れに

興味をもつ

★進級することへの期待をもち、意欲的に

生活する。

節分行事に参加してから節目 節目にお友達

同士「鬼さんみてるかな～」「わるいむし

おらんくなったもんね～」と話す微笑ましい

姿が見られました。進級に向けそれぞれに

衣服の着脱、お箸の持ち方、食べるマナーなど

頑張っています。遊びの中でも椅子取りゲーム

鬼ごっこなどのルールが分かり楽しんでいます。

沢山の行事を経験し一緒に成長を見守ることが

でき嬉しく思います。進級し、また成長する

姿を楽しみにしています。

うさぎ組で過ごすのも残り一ヶ月となり

「もうすぐきりん組さん」と進級を心待ちにして

いる子ども達です。進級に向けて、あこがれの

存在であるきりん組さんとの時間を大切にして

いきます。また、じゃんけんなどルールのある

遊びを楽しんでいますがその中で、トラブルに

なった際は自分なりの言葉で伝え、子ども達

同士で考え、話し合えるようにします。

先月は折り紙やブロックで自分で玩具を作ったり

外で走ったり木に登ったりして沢山体を動かして

遊びました。また、当番活動や制服のハンガー

掛け等、集団の中での自分の役割をこなしたり

自分の身の周りの事にも進んで取り組んだり

しました。

今月も外遊びを活動に取り入れ自然に興味を

持って親しめるようにします。また進級への

期待が持てるように取り組みます。

☆友達や異年齢児と一緒に簡単な言葉の

やり取りを楽しむ

★簡単な身の周りの事を保育者と一緒に

喜んでする

先月は雪遊びをする中、子ども達との関わりで

「おいで！」と誘い掛ける姿や、雪に触れ

「冷たい」と言って感触を言葉にしたり、表現や

声を発したりし、皆で楽しさを共感する姿が

沢山見られました。今月も引き続き思いを言葉や

表現で伝え、楽しめるようにしていきます。

また、これまでの生活リズムの中、排泄の際

パンツ・ズボンを穿く事、食事前の手洗い、

食後はお口拭きでふくといった生活習慣に自信を

持ち喜んで取り組んで行けるよう手を添え配慮

していきます。

あけぼのベスト3
りす組

(３歳児)

２月１６日の芸術劇場での音楽祭を経験し

自信を高め、また自分を表現することに意欲を

高める子どもたちの姿が増えてきました。

「もうすぐ卒園式だね」「小学校で勉強する

のが楽しみ」と寂しさと期待の入り混じった

会話が増えてきています。そのような思いを一人

ひとり丁寧に受けとめ「表現出来る喜び」に

つなげていきます。また残りの保育園生活を

沢山の「ありがとう」で包まれるように周りに

いる支えてくれている人たちについても十分

知らせていきます。

☆自分で身のまわりの事が出来る事を

喜び進級に期待をもつ

★春の心地良さを感じながら、季節の

変化に気づき戸外で元気に遊ぶ

・お泊り保育での出来事で盛り上がり

ました。「男の子が女の子を
守るんだー」など♡

・2月に感じたドキドキ感が忘れられない

と選ばれました。

・「かっこ良く踊れた」「足が痛かった」

など、当時の思い出話をしました。




